
・半原ワサビは１００年の歴史を持つ！！
日本には３つのワサビの原種があり、その中の1つが半原ワサ
ビとして100年前から愛川町の半原地域で作られていました。
今は作る後継者が途絶え、残る株は300程と貴重な存在です。

・半原ワサビは伊豆のワサビ園を助けた！！
半原ワサビはとても病害に強い優良な品種で、伊豆のワサビ園
で病気が発生して全滅しそうになった時に、半原ワサビの株を
分けてあげて伊豆のワサビを助けたという歴史があります。

・愛川町の農産物の文化を守ろう！！
半原ワサビの文化を守る為には、ワサビを作る後継者を作る事、
そして作る場所を探したり環境を整備する事。そして、文化を
守る為には商標を登録したりすることも大切であると考えます。

・若者たちが立ち上がる！！
現在、半原ワサビの文化を後世に残すべく、愛川町の若手農家
さんが栽培をしていくために名乗りを上げて研究を始めました。

・愛川料理の誕生へ！！
ワサビを作るだけでは歴史や文化は守れません。当然販売し
て物流していかないといけません。なので、愛川町のレストラ
ンや旅館、カフェなどで半原ワサビや愛川で作られた野菜等を
使った料理を開発して頂き、愛川町の名物にしていきたいです。

・新しいシティーセールスで未来を描こう！！
半原ワサビは今後のシティーセールスにて大きな武器になると
思います。料理でのＰＲはもちろんですが、ワサビは水が綺麗
というイメージ戦略が出来る
ので、今後の観光・産業拠点
づくり事業での売りにもなり
ます。そして、水が綺麗なの
で新しく愛川町で農業を始め
てみたいという農家さんも出
てくるかもしれません。そう
すれば人口増加や雇用の創出
の一助になると考えます。

実際の半原ワサビの写真

・角田の海底地域では昔に和紙が作られていた！
江戸時代の寛政年間（1789～1801）に信濃国で製紙法習得
して、手すき和紙の生産が愛川町角田の海底地区にて生産が
始められたと云われており、その最盛期は大正初期から昭和
10年頃までと言われています。

・文化の継承をする為にも和紙を守ろう！
現在は文化を守る為に、愛川繊維産業会館
にて「紙すき体験」を実施しています。そ
して、海底地区の学区である田代小学校か
ら始まり、半原小学校、高峰小学校の児童
達が紙すきをして卒業証書を作成していま
す。まだ中津方面の小学校で実施されてい
ないので、愛川町全体で実施して文化の継
承が出来るようにしていきたいと思います。

・和紙を通じて小学生に心の教育を！
愛川町独特の和紙文化を通じて、児童が小学校の卒業を

前に、和紙で作られたハガキに親へ6年間の感謝の言葉を書
いて、郵送して卒業式の前日に自宅に届くようにするとか、
卒業式の日に児童から親へ手渡し出来るようにしたりと、和
紙を通じて児童に心の教育をすると共に、親の世代にも和紙
の文化を親の世代にも広めていくことが必要だと感じます。

・町の表彰でも海底和紙を使って文化の継承を
町での表彰は、町への功績を称えるものなので、
海底和紙を使った表彰状を使うべきだと考えま
す。町章もスカシで入るので表彰者も重みのあ
る表彰状なので、まちの為に頑張った証となる
ので嬉しいと思います。
←実際の海底和紙の卒業証書（校章のスカシ入り）
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愛川町の文化の継承のために海底和紙を全ての小中学生の卒業証書や町の表彰に！
お ぞ こ わ し

ワサビのルーツ（原種）が愛川町の半原だった！

身近に感じて頂け
る議員を目指す為
には顔を覚えて頂
く必要があります。
私は、タイトルに
もあるように顔の
見える政治を心が
けて行きたいと思
います。なので、
皆様に顔が見える
ように毎週火曜日
の朝に一本松交差
点にて朝のご挨拶
をしていますので、
是非、お気軽に声
をかけてください。

顔の見える政治を目指して！

現在の愛川町内における新型コロナウイルス感染者数

現在の感染者数１０名
８月２０日現在

６月上旬まで７名の感染者数で
したが、７月下旬に１名増えて、
８月中旬に２名増えました。 ま
だまだ油断できない状況が続き
ますので、３密の状況を避けて、
マスク・手洗い・ウガイの徹底
をして感染症の予防に努めましょ
う。※左記の表は、上から感染患者発生順

感染者内訳
３０代 女性１名
１０歳未満男性１名
６０代 女性１名
６０代 男性１名
４０代 男性１名
７０代 女性１名
７０代 男性１名
３０代 男性１名
８０代 男性１名
８０代 男性１名




